研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　介護老人保健施設　南山苑　　職　種　支援相談員　　氏　名　青山　紗耶香

	期　　間　平成23年　7月　3日　10：00～16：00

	出張目的　日総研仙台開催セミナー参加のため

	出 張 先　仙台ショーケー本館ビル

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜全体考察＞

　施設相談相談員の役割の明確化と連携・調整の進め方について学んだ。施設相談員の役割は介護保険上明確化しておらず、包括的な役割となっているのが現状である。その中で相談員が自分の役割意識を持ち他職種と連携・調整を図っていく必要がある。その際、さまざま感じる自分自身の感情や価値観などを客観的にみることが大切となる。また、相談員として大切なことは、広い視野で物事を見る視点と、相談員は物事をジャッチする役割をする必要はなく、あくまでも中立的立場で物事を客観的にみなければならいことが、大切になってくるのである。このように、実際に施設相談員を経験している講師や、グループワークを通して、様々な意見を聴き、今後自分の糧としたい。

＜研修内容＞

研修：「施設相談員の役割の明確化と連携・調整の進め方」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：東京家政学院大学　現代生活学部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　西口　守　氏

　

1. 相談員の業務の中で「コーディネート」の持つ重要性が理解でき、基本的な方法が実施できる。

（1）施設相談員業務の中核をなす「コーディネータ」という仕事

（2）コーディネータとマネジメント

（3）具体的な場面を想定したエクササイズ

（1）施設相談業務の中核をなす「コーディネート」という仕事

　　コーディネートが必要になった背景には、①ニーズの多様化②ニーズの高度化③ニーズの複雑化④ニーズの複合化などがあげられる。これらニーズが変わったことにより、相談員側と利用者側の利益や主張が異なり、衝突することが多くなった。しかし、この衝突は厄介な物として捉えるのではなく、立場の違いからの衝突は「エネルギー」とし、それを使わない手はないのである。この衝突を「調整」する人が必要になってくる。人と人、人と制度、制度と制度の調整、つまり「橋渡し」になれる人が必要になる。（連携を担える人、連携を創れる人）それを担うのが社会的な関係を築いてきたソーシャルワーカー、相談員が適任である。

（2）コーディネータとマネジメント

　　コーディネートとマネジメントの違いは、Coordinateとは解決を目的とするのではなく、物事は良好にいくように、調整すること。Manageとは解決することを最終目標としている。

（3）具体的な場面を想定したエクササイズ

　　あなたには２人の友人がいる。２人とも「個性的」でしっかりとした主張をし、中々譲ることがない。久しぶりに３人でどこかへ遊びに行こうということになったのだが、１人がディズニーランド、１人は温泉が良いと言う。ではこの意見の違う２人がどうすれば一緒に旅行できるか検討していく。

　→これに対して様々な意見が出た。「どちらの意見も組んで、どちらにも行く」「あえてどちらに行かず、別な場所へ行く」など。

　ここで相談員として学ぶことは、何か問題に遭遇した時に、①選択肢の幅を広げる②両者の共通点さがし③区切りをつけることが大切である。人は問題に遭遇した時に、その問題点ばかりに目が向きがちであるが、現象にとらわれるのではなく、その問題になっていることの共通点をみつけ、様々な方向に視点を広げ、選択肢の幅を広げる必要がある。その際に、将来へ課題を先送りにするような解決をしてしまうと、その当事者はいつ解決されるのか不安感が増してしまう。それよりであれば、多少のリスクがあっても解決できるのであれば、する解決することが相談員としてもっとも大切である。

2.面接の方法を学び、その発展形として「弁護と交渉」について実践的な理解ができ、かつ発展する力をつける。

（1）弁護と交渉の技法

（2）割り切らないミニトレーニング

（3）具体的な場面を想定してエクササイズ

（1）弁護と交渉の技法

　　交渉や弁護の技法とは「異なったものを同時に同一視する」ひとつの問題について、いくつかの、また矛盾した視点にも感情移入する力である。相談員が弁護や交渉をする際に、自分とは異なった考えや意見などに対しても感情移入できなければならない。また、柔軟な対応と柔軟な知識が必要不可欠である。

（2）割り切らないミニトレーニング

　　交渉や弁護をする中で、相談員の中には善悪を判断人もいる。しかし、相談員とはジャッチし割り切るのではなく、共感する部分がなければならない。つまり、割り切りたい気持ちを抑えて、あえて割り切らない時、また矛盾している状況ひとつひとつに感情移入する時、我々には「曖昧さ」がつきまとうものである。つまり、「はっきりしない」感情ひいては「不全感」である。割り切った生き方には決して現れない感情である。しかし、この感情は「クライエントとともにあろう」とするからこそ湧き出たものだということなのだろう。クライエントとともにあろうとするからこそ、「割り切らない」とう「苦」を経験するのであり、その「苦」は、「割り切る」ことから生じる「楽」より意味があるのである。

（3）具体的な場面を想定してエクササイズ

　　無理難題を言う家族がいました。「どんな時でも、お袋を散歩につれていけ」これを割り切らずに言った時に、どのような言い方をしたらよいか。また、その時どのようなことを思うかグループワークを行なった。

→割り切った言い方「人員が少ないので連れて行くのは無理です。」

　　　　　　　　　「どんな時でも散歩に連れていきます。」

　　割り切らない言い方「どうして連れて行きたいのか（ADLが低下するから等）」

　

割り切らない言い方をした時、または割り切れない時に、人はストレス（苦）を感じる。また、自分と意見が違う人の考えを受容する時にストレスを感じるのは当然のこと。

3.生活相談員を介護支援専門員の関係を知る。交渉（対話）を通じて稼働率を上げる。

　（1）ケアマネとの調整

　（2）稼動率の向上

（1）ケアマネとの調整

介護支援専門員と生活相談員の違いて考える。介護支援専門員は「介護サービス」つまり介護ニーズの再編成で利用者ニーズを充足することが主な仕事である。生活相談員は「生活ニーズ」の充足が主な仕事である。両者は相互補完的な関係である。介護問題が大きくなるか生活問題が大きくなるかによって主となって関わるかどうか決まるが、どちらも協働で利用者に関わるのには代わりはない。その為、ケアマネと生活相談員は協働し合わなければならない。

（2）稼働率の向上

　　相談員が「経営」にコミットし始めた。そこで稼働率にどのように向き合うかである。空床活用の場合、定員超過が「許される」とき①措置の場合②短期入院者が早く帰所した場合である。つまり、ショートは同日「入所・退所」の場合は報酬が倍になる。この論理を一般化すれば、ショートの稼働率は200％になる。また短期入院とショートを合理的に組み合わせれば「定員超過」にならず稼働率が上がることになる。しかし、この状況は定員を越えているのであり、また「Wヘッダー」であるのだから、それに対応する現場の力量をきちんと評価する必要があるのではないか。要は「稼働率」だけに心を奪われるとそのことが大きなリスクになりかねない。相談員は稼働率の向上、現場の力量、その理念を絶えず「眺望」「俯瞰」する力が必要になるのである。

4.まとめ

　　相談員のお仕事の基本視点をまとめてみる。

1 生活相談員は人生の一大事に関わる仕事である。（ある意味の危機）

2 生活問題を起因とする生きづらさに関わるもの。

3 一般性の原則、画一性の原則では対応できない事柄への対応。

4 超個別的視点

　

　　しかし、ケアマネと普段関わりが必要であり、利用者の生活の安定が図ることを互いに目標としている。また、相談員とケアマネの仕事が重なる部分が増えてきているのも事実。そこで連携をし、相互調整をする必要がある。
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